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演習解答例
1 次の正項級数の収束発散を調べよ．
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（解答例）以下では与えられた級数の第 n項を an と記す．
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1/2 < 1 だから，ダランベールの判定法により，この級数は収束する．
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だから第 n部分和は Sn = n

2
だから n → ∞ 発散する．

すなわちこの級数は発散する．

(3)（解１）
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1/e < 1 だから，ダランベールの判定法により，この級数は収束する．

（解２）
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したがって n
√
an → 1/e (n → ∞)．コーシーの判定法によりこの級数は収束する．
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，また a1 = 1 だから，すべての n について an ≥ 2
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が成り立つ．
∑ 2

n2
が収束するから，比較判定法により，この級数は収束する．
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（これは n = 1

のときも成り立つ．）
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だから部分和の列は上に有界である．したがってこの級数は収束する．

（注） 「
∑ 1

ns
は s > 1 のとき収束，s 5 1 のとき発散する」という事実は証明なしで使ってもよ

いが，証明を求められればできなくてはいけない．

2 正項級数
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（解答例 1）
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したがって，
∑√

anbn の部分和はつねに
√
AB 以下である．部分和が上に有界なので級数

∑√
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は収束する．（これより級数の和が
√
AB 以下であることがわかる．）

3 次の級数の収束発散を調べよ．
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(1) sinxは区間 [0, π/2]において増加関数であるから，sin(1/n)は減少列で，sin(1/n) → 0 (n → ∞)．

交項級数に関するライプニッツの定理からこの級数は収束する．

(2) すべての n について
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∑ 1

n3/2
が収束するから比較判定法により，
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も収束する．絶対値級数が収束するから与えられた級数は収束する．

4 次の級数の収束発散を調べよ
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（解答例）

(1) 1/
√
n (n = 1, 2, . . .) は減少列で 0 に収束する．交項級数に関するライプニッツの定理によりこ

の級数は収束する．

(2) 各 k = 1, 2, . . . について
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だから，k → ∞ のとき S3k → ∞．したがって級数 (2) は発散する．
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